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３ アンケート回収状況 
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Ⅱ 調査結果の概要 

１ 転入者の調査結果について 
●転入者アンケート（N=1,177） 

・転入の理由（トップ３） １ 就職、転職 255（21.7%）→ 

２ 転勤     179（15.2%）→ 

３ 結婚     172（14.6%）→ 

 

  ・住む場所を決めた理由  １ 通勤・通学の利便性      349（17.9%）→ 

        （トップ３） ２ 生まれた土地、以前住んでいた 334（17.2%）→ 

   ※複数回答３つまで   ３ 家賃、土地の価格       197（10.1%）→ 

             

 

２ 転出者の調査結果について 
 ●転出者アンケート（N=1,298） 

・転出の理由（トップ３） １ 就職・転職 394（30.4%）→ 

２ 結婚    286（22.0%）→ 

３ 転勤    163（12.6%）→ 

 

・住む場所を決めた理由  １ 通勤、通学の利便性  529（23.3%）→ 

        （トップ３） ２ 交通の便が良い    365（16.1%）→ 

   ※複数回答３つまで   ３ 仕事がある      283（12.5%）→ 

 
Ⅲ アンケート調査票（様式） 

１ 転入者アンケート 
２ 転出者アンケート 

 
Ⅳ アンケート集計結果表 

１ 転入者アンケートの集計結果表 
２ 転出者アンケートの集計結果表 
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Ⅰ 転入・転出アンケート調査の概要 
 
１ 調査の目的 
  「人口減少対策」に関する今後の施策展開に活かすため、転入者及び転出者がどういうきっかけや理

由により、移動を決めているのか、社会移動の実態を把握する。 
 
 

２ 調査の設計 
(1) 調査対象 

■転入者 平成 28 年７月１日から令和３年２月 28 日までに転入した者 11,653 人※ 
■転出者 平成 28 年７月１日から令和３年２月 28 日までに転出した者 11,579 人※ 

※R3.3.19 時点では、１月末までの数字 
会議当日資料は R.3.2 月分の数字を追加予定 

 
(2) 調査方法 

市⺠課及び各⽀所の転入等受付窓口にて、アンケートを配布のうえ記入を依頼し、アンケート回収
ボックスにて回収する。 
 

(3) 調査期間 
今回は、平成 28 年７月１日から令和３年２月 28 日の間で集計。当該アンケート調査は、「島田市

まち・ひと・しごと創生総合戦略」の計画期間中は実施予定。 
 
 

３ アンケート回収状況（回答率） 
■転入者 1,177 件（10.1%） 

   ■転出者 1,298 件（11.2%） 
 
 
４ 調査の項目 
  別紙「アンケート調査票」のとおり 
 
  



男性

55%

女性

45%

未回答

0%

男性 女性 未回答

Ⅱ 調査結果の概要 
 
１ 転入者の調査結果について 
(1) 性別（N=1,177）※家族で転入の場合、世帯主の方の性別 

性別 人数 構成比 
男性 709 54.6% 
女性 583 44.9% 
未回答 6 0.5% 

合計 1,298 100.0% 
 

 
 
(2) 年齢（N=1,177） 

20 代〜30 代が最も多い。※家族で転入の場合、世帯主の年齢 
年齢 人数 構成比 

19歳以下 80 6.2 % 
20歳代 653 50.3 % 
30歳代 284 21.9 % 
40歳代 154 11.9 % 
50歳代 57 4.4 % 
60歳代 33 2.5 % 
70歳以上 30 2.3 % 
未回答 7 0.5 % 

合計 1,298 100.0 % 
 
 
(3) 転入される方の家族構成（N=1,177） 

「一人世帯」が最も多く、次いで「家族の一部」、「家族全員(親と子など）」となっている。 
家族構成 人数 構成比 

家族全員 
(親と子など） 153 13.0 % 

家族の一部 270 22.9 % 
夫婦 192 16.3 % 
一人世帯 515 43.8 % 
その他 29 2.5 % 
未回答 18 1.5 % 

合計 1,177 100.0 % 
 

6.2

50.3

21.9

11.9

4.4

2.5

2.3

0.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

19歳以下

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

未回答

構成比

7.9

37.5

6.9

43.5

2.1

2.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

家族全員(親と子など）

家族の一部

夫婦

一人世帯

その他

未回答

構成比



 
(4) 転入前の住所（全国ブロック）（N=1,177） 

転入前住所として、「静岡県」が最も多く、次いで「関東」、「東海（静岡県除く）」となっている。 
 
転入前 人数 構成比 

静岡県 720 61.2 % 
関東 186 15.8 % 
東海 
（静岡県除く） 

99 8.4 % 

関⻄ 44 3.7 % 
九州・沖縄 31 2.6 % 
海外 30 2.5 % 
甲信越・北陸 16 1.4 % 
東北 15 1.3 % 
北海道 13 1.1 % 
中国 5 0.4 % 
四国 4 0.3 % 
未回答 14 1.2 % 

合計 1,298 100.0 % 
 
 
 
(5) 転入前の住所（静岡県内地区）【静岡県のみを対象（N=697）】 

転入前住所が「静岡県」のデータを詳細にみると、「志太榛原」が最も多く、近隣自治体からの転入
が多いことがわかる。 

 
転出前 人数 構成比 

志太榛原 329 47.2 % 
⻄部 185 26.5 % 
中部 

（志太榛原を除く） 
116 16.6 % 

東部 57 8.2 % 
伊豆半島 10 1.4 % 

合計 697 100.0 % 
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(6) 転入前の住所（静岡県内市町）【静岡県のみを対象（N=697）】 

転入前住所が「静岡県」のデータを詳細にみると、「藤枝市」が最も多く、次いで、「静岡市」、「焼津
市」となっている。 

 
転入前住所 人数 構成比 
藤枝市 134 19.2 % 
静岡市 116 16.6 % 
焼津市 69 9.9 % 
浜松市 62 8.9 % 
牧之原市 51 7.3 % 
吉田町 48 6.9 % 
掛川市 42 6.0 % 
菊川市 30 4.3 % 
川根本町 27 3.9 % 
袋井市 20 2.9 % 
磐田市 16 2.3 % 
沼津市 13 1.9 % 
富士市 12 1.7 % 
御前崎市 11 1.6 % 
御殿場市 7 1.0 % 
富士宮市 6 0.9 % 
三島市 5 0.7 % 
裾野市 5 0.7 % 
⻑泉町 5 0.7 % 
湖⻄市 4 0.6 % 
伊豆の国市 3 0.4 % 
伊豆市 3 0.4 % 
熱海市 2 0.3 % 
伊東市 1 0.1 % 
下田市 1 0.1 % 
東伊豆町 1 0.1 % 
函南町 1 0.1 % 
清水町 1 0.1 % 
⻄伊豆町 1 0.1 % 

合計 697 100.0 % 
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(7) 転入の理由（N=1,177） 
「就職・転職」が最も多く、次いで「転勤」、「結婚」となっている。 
 

転出理由 人数 構成比 
就職・転職 255 21.7 % 
転勤 179 15.2 % 
結婚 172 14.6 % 
親や子どもとの同居、近居 109 9.3 % 
より良い周辺環境を求めて 68 5.8 % 
住宅の都合（新築・借り換えなど） 66 5.6 % 
退職 65 5.5 % 
家族・親族からの独立 57 4.8 % 
学校の都合（進学・通学など） 42 3.6 % 
より良い住宅を求めて 29 2.5 % 
子どもの学校の都合（進学・通学など） 6 0.5 % 
地震・津波に対する不安 2 0.2 % 
未回答 127 10.8 % 

合計 1,177 100.0 % 
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(8) 住む場所を決める際に考慮した居住環境（３つまで回答可）（N=1,756） 
「通勤・通学の利便性」が最も多く、次いで、「生まれた土地、以前住んでいた」、「家賃、土地の価

格」「交通の便がよい」「自然環境が豊か」となっている。 
 

居住環境 人数 構成比 
通勤・通学の利便性 349 17.9 % 
生まれた土地、以前住んでいた 334 17.2 % 
家賃、土地の価格 197 10.1 % 
自然環境が豊か 194 10.0 % 
交通の便がよい 194 10.0 % 
仕事がある 163 8.4 % 
安全安心な場所 157 8.1 % 
買い物をする店の多さ、近さ 136 7.0 % 
近所のつきあい、地域活動の活発さ 26 1.3 % 
医療・福祉サービスの充実度 18 0.9 % 
教育・保育サービスの充実度 12 0.6 % 
転入者への助成制度 8 0.4 % 
まちの知名度 3 0.2 % 
保育料の第２子半額・第３子以降無償化 2 0.1 % 
未回答 153 7.9 % 

合計 1,756 100.0 % 
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(9) 島田市に住むのは何回目ですか？（N=1,177） 

 
何回目？ 人数 構成比 

初めて 678 57.6 % 
２回目 317 26.9 % 
３回目 60 5.1 % 
４回目 8 0.7 % 
５回以上 17 1.4 % 
未回答 97 8.2 % 

合計 1,177 100.0 % 
 

 
 
 
(10) 島田市に住むのが２回目以上の方にお聞きします。島田市に生まれましたか？（N=412） 
 

島田に生まれた？ 人数 構成比 
はい 325 78.9 % 
いいえ 83 20.1 % 
未回答 4 1.0 % 

合計 412 100.0 % 
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２ 転出者の調査結果について 
(1) 性別（N=1,298）※家族で転出の場合、世帯主の方の性別 

 
性別 人数 構成比 

男性 709 54.6 % 
女性 583 44.9 % 
未回答 6 0.5 % 

合計 1,298 100.0 % 
 
 
(2) 年齢（N=1,298）※家族で転出の場合、世帯主の方の年齢 

「20 歳代」「30 歳代」が多く、特に「20 歳代」が半数を占めている。 
 

年齢 人数 構成比 
19 歳以下 80 6.2 % 
20 歳代 653 50.3 % 
30 歳代 284 21.9 % 
40 歳代 154 11.9 % 
50 歳代 57 4.4 % 
60 歳代 33 2.5 % 
70 歳以上 30 2.3 % 
未回答 7 0.5 % 

合計 1,298 100.0 % 
 

 
 
(3) 転出される方の家族構成（N=1,298） 

「一人世帯」が最も多く、次いで「家族の一部」となっている。 
 

家族構成 人数 構成比 
家族全員 
(親と子など） 

102 7.9 % 

家族の一部 487 37.5 % 
夫婦 90 6.9 % 
一人世帯 565 43.5 % 
その他 27 2.1 % 
未回答 27 2.1 % 

合計 1,298 100.0 % 
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(4) 転出先の住所（全国ブロック）（N=1,298） 

転出先として、「静岡県」が最も多く、次いで「関東」、「東海（静岡県除く）」となっている。 
 

転出先 人数 構成比 
静岡県 760 58.6 % 
関東 250 19.3 % 
東海 
（静岡県除く） 

115 8.9 % 

関⻄ 51 3.9 % 
甲信越・北陸 20 1.5 % 
海外 17 1.3 % 
九州・沖縄 15 1.2 % 
中国 13 1.0 % 
東北 10 0.8 % 
北海道 10 0.8 % 
四国 5 0.4 % 
未回答 32 2.5 % 

合計 1,298 100.0 % 
 
 
 
 
 
(5) 転出先の住所（静岡県内地区）【静岡県のみを対象（N=741）】 

静岡県内への転出については、「志太榛原」が最も多く、近隣自治体への転出が多いことがわかる。 
 

転出先 人数 構成比 
志太榛原 267 36.0 % 
⻄部 242 32.7 % 
中部 
（志太榛原を除く） 

166 22.4 % 

東部 61 8.2 % 
伊豆半島 5 0.7 % 

合計 741 100.0 % 
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(6) 転出先の住所（静岡県内市町）【静岡県のみを対象（N=741）】 

静岡県内への転出について、「静岡市」最も多く、次いで、「藤枝市」、「浜松市」の順となっている。 
 

転出先 人数 構成比 
静岡市 160 21.6 % 
藤枝市 123 16.6 % 
浜松市 86 11.6 % 
焼津市 81 10.9 % 
掛川市 67 9.0 % 
牧之原市 39 5.3 % 
菊川市 29 3.9 % 
袋井市 25 3.4 % 
富士市 23 3.1 % 
磐田市 22 3.0 % 
吉田町 21 2.8 % 
沼津市 10 1.3 % 
川根本町 9 1.2 % 
三島市 8 1.1 % 
御前崎市 6 0.8 % 
湖⻄市 5 0.7 % 
御殿場市 5 0.7 % 
⻑泉町 5 0.7 % 
裾野市 4 0.5 % 
富士宮市 3 0.4 % 
清水町 3 0.4 % 
伊豆市 2 0.3 % 
森町 2 0.3 % 
伊東市 1 0.1 % 
下田市 1 0.1 % 
東伊豆町 1 0.1 % 

合計 741 100.0 % 
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(7) 転出の理由（N=1,298） 
「就職・転職」が最も多く、次いで「結婚」、「転勤」となっている。 
 

転出理由 人数 構成比 
就職・転職 394 30.4 % 
結婚 286 22.0 % 
転勤 163 12.6 % 
学校の都合（進学・通学など） 65 5.0 % 
親や子どもとの同居、近居 65 5.0 % 
家族・親族からの独立 64 4.9 % 
住宅の都合（新築・借り換えなど） 41 3.2 % 
より良い周辺環境を求めて 41 3.2 % 
退職 25 1.9 % 
より良い住宅を求めて 19 1.5 % 
子どもの学校の都合（進学・通学など） 6 0.5 % 
地震・津波に対する不安 0 0.0 % 
未回答 129 9.9 % 
合計 1,298 100.0 % 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

30.4

22.0

12.6

5.0

5.0

4.9

3.2

3.2

1.9

1.5

0.5

0.0

9.9

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

就職・転職

結婚

転勤

学校の都合（進学・通学など）

親や子どもとの同居、近居

家族・親族からの独立

住宅の都合（新築・借り換えなど）

より良い周辺環境を求めて

退職

より良い住宅を求めて

子どもの学校の都合（進学・通学など）

地震・津波に対する不安

未回答

構成比



(8) 住む場所を決める際に考慮した居住環境（３つまで回答可）（N=2,266） 
「通勤・通学の利便性」が最も多く、次いで、「交通の便がよい」、「仕事がある」となっている。 

 
居住環境 人数 構成比 

通勤・通学の利便性 529 23.3 % 
交通の便がよい 365 16.1 % 
仕事がある 283 12.5 % 
家賃、土地の価格 250 11.0 % 
買い物をする店の多さ、近さ 222 9.8 % 
生まれた土地、以前住んでいた 125 5.5 % 
安全安心な場所 122 5.4 % 
自然環境が豊か 81 3.6 % 
医療・福祉サービスの充実度 35 1.5 % 
教育・保育サービスの充実度 25 1.1 % 
まちの知名度 14 0.6 % 
転入者への助成制度 10 0.4 % 
近所のつきあい、地域活動の活発さ 8 0.4 % 
未回答 197 8.7 % 
合計 2,266 100.0 % 
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